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 「メンタルヘルス」の解放は、私にとって、特に重要で私事です。というのは、二人の

姉、母、私の全員が、「メンタルヘルス」システムのサバイバーだからです。上の姉は様々

な向精神薬（たとえば、パキシル、ウェルブトリン、リチウム）を１０年間つづけていて、

電気ショック治療も２回、経験しています。入院経験はありません。彼女は、私の故郷の

中西部に住んでいて、私はカリフォルニアに住んでいます。 

 

 姉のアライになることを考えて、私は、私自身の「メンタルヘルス」システムの経験（治

療を受けたこと）、システムへの恐怖、薬について感じること、薬に対する私の批判的な考

え、また「小さな妹」としての傷（姉は１０歳年上です）をディスチャージしました。 

 

 また家族とサポートできる関係を築き上げてきました。１年前、母にＲＣを伝え始めま

した。向精神薬についてピーター・ブレッギン博士が書いた本を、彼女と共有もしました。

彼女はすぐに向精神薬をやめて（１年間、服用していました）、ディスチャージを提唱する

ようになっただけでなく、「メンタルヘルス」の抑圧がどのように機能するか理解するよう

にもなりました。私は、男兄弟の一人にもＲＣを伝え、彼とはときどき時間を分けて聴き

あっています。 

 

 一年前、姉にＲＣの小冊子「メンタルヘルスシステムの誤りとは何か～私たちにできる

こと～」を見せました。私は、彼女の脳に異常はないと確信していると伝えました。（彼女

は「そんな事を言うのはあなただけよ」と言いました。）彼女は薬を擁護しました。生きて

これたこと、入院しないでいられたことは薬のおかげだと感じていたからです。彼女は、

彼女の脳がいかに「化学的に障害がある」か、私がわかっていないだけだと言いました。

また、「あなたは私の家族であって、治療者ではないでしょ」とも言いました。 

 

 私は、彼女が批判されたように感じて私から遠ざかるのが心配だったので、１年間は、

ただ彼女に近づき、電話をしたり、ときどきお互いを訪問し合って楽しい時間を過ごすと

決めました。私が彼女を尊敬していると知ってもらうこと、「助ける人／助けられる人」と

いう関係にならないことを心がけました。彼女はいつも電話でたくさん笑っておしゃべり

し、「今日は話せてうれしかった。ずいぶん気分が良くなったわ」と言いました。また、母

と私は、彼女が入院せずにいられるために必要なサポートは何でもすると、彼女に伝えま

した。 



 

 そうしながらも、ずっと私は、彼女の脳が正常でないとか、ディスチャージ（あるいは

落ち込み）が病気の兆候だとか、薬や電気ショックが役にたつという「メンタルヘルス」

の抑圧に対して、もっとコントラディクトできると思っていました。そこで、私はカリフ

ォルニアのＲＣコミュニティのサポートをもらって、最近ではＲＣコミュニティが存在し

ない、私の故郷にＲＣを持ち込むことを決めました。私は中西部で開かれるＲＣのワーク

ショップの直後に帰郷する計画をたてました。 

 

 私の計画は、母と姉と、母の友達の数人をクラスに招き、そこで安心感とコントラディ

クションを増やしていくことでした。私は姉が来ないかもしれないという可能性（見込み）

をディスチャージしました。（姉にとって、ＲＣとその薬に抵抗するスタンスは、別の種類

の治療のように思えたらしく、彼女が正しく機能していないと批判されている感じがした

ようです。）私は、たとえ彼女が来なくても、母にとって、ディスチャージを知る女性の仲

間を作れることはすばらしいことだと知っていました。 

 

 母は９人の女性を招待し、当日に町にいたその中の５人が全員参加しました。姉は、事

前に参加するとは言いませんでしたが、クラスが始まるときになって、姉が階段を上がっ

てくる音が聞こえて来たのです！ 

 

 まず、ＲＣの簡単な説明をして、私がどんなふうに、大学の多様性の教育課程でＲＣを

学んだかについて話しました。私は、私のコウカウンセラーのジュリアン・ウェイスグラ

スが最近、イスラエルで戦争の傷をいやすためにこの手法を使ったことも話しました。私

はＲＣのクラスと同じようにこのグループのリーダーシップをとって、誰もが（ティーチ

ャーでさえも）気持ちを感じるよう励まされるというところが、たいていの講座と違うこ

とを話しました。最初の輪になって話すときから、女性たちはディスチャージしていまし

た。初対面の人たちが多いのに、信頼のレベルの高さに驚きました。ミニセッションの後、

ＲＣの考え方での「人間」について、説明しました。それから、彼女らと一緒に、私たち

の思う人間の特性、とくに若い人たちに見られる特性、ディスチャージの方法、ディスチ

ャージに対して受けとるメッセージについて、意見を出し合いました。 

 

 私は、母の旧友のひとりである女性の長いデモをやりました。彼女のことは私が幼児だ

った頃から知っています。白人のプロテスタントである彼女が人種差別に取り組んでデモ

を終えたことが嬉しかったです。ＲＣが（治療と違って）、人を抑圧社会に適応させるので

はなく、関係性を癒し、構築する（そして、その関係性によって世界を変える）という、

良い見本になったからです。 

 



 デモの後、私は全員に３分ずつ前に出てもらいました。そして、私が一番に出ました！

彼女らは、私が恐怖や恥ずかしさをディスチャージすると、もじもじしました。（そういう

ディスチャージを見慣れてないからかも知れないし、ティーチャーが感情をさらけ出すの

を見たことがなかったからかも知れません）。それぞれの女性がみんなの前に出て、すばら

しく上手く自分の時間を使いました。聴いている人たちも、よくディスチャージしました。

母と姉は、クラスの間ほとんどずっと泣いていました。私たちは、ティッシュがいすの下

に積み上げられていくことを笑いあいました。私のハイライトは、姉の番のときでした。

彼女が母と私に対して正直に語り始めたからです。私は彼女に「メンタルヘルス」の抑圧

についてディスチャージを引き起こす方向性を提示しました。 

 

 女性たちは、どうすればＲＣを続けていけるのか、町でクラスが開かれるのかについて、

たくさんの質問をしてくれました。 

 

 次の日の夜、姉は、母と私に、夫の自動車事故を知らせる電話をくれました。彼女は、

母に、電話で夫と話した後すぐに、そこに座ってとにかく泣いたと話したそうです。母は、

愛情深く、「まあ、すばらしい」と言いました。たいてい、こういう状況のとき、姉はディ

スチャージしません。ただ、落ち込み、母はそれを見て心配するのです。（たとえ彼女が泣

いても、まるで「精神の病気」が戻ってくるというふうに、母は心配するだけだったでし

ょう）これは、素晴らしい変化でした。 

 

 私が滞在していた最後の夜、姉と母と私はクラスについてすばらしい語り合いを持ちま

した。私は薬について話すときに頑固なところがあることを認め、姉は批判されていると

感じることがいかにつらいか泣きました。いつになく、彼女は正直に、クラスの最中と後

で、自分の「精神の病気」についてたくさん考えたと言いました。私たちは、このことを、

ともに話し、ディスチャージできるようになっていくように思えました。 

 

 私は、この経験についてディスチャージし続けるつもりです。次のステップを常に考え

たいからです。私が一つ学んだことは、大きな長期的な目標（「メンタルヘルス」の抑圧を

終わらせるというような）と、中期的な目標（「メンタルヘルス」解放のアライを家族の中

に作る）、短期的な目標（家族とＲＣのクラスをひらく）をもつことが重要だということで

す。そして、その間もずっと、障害となるものについてディスチャージし、アライを作っ

ていくことが大切なのです。 
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